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　「教育によって世界を変えていく」

　私は、小学生の時にウガンダの子ども達をホームステイで受け入れ、教

育は夢と希望を与えると知った。そして高校入学後、モザンビークを支援

し続けているNPO代表の方との出会いをきっかけに、モザンビークを教

育の視点から追究し始めた。しかし、ネットや本で調べても情報が少な

い。そこで、実情を見るため昨年の夏に渡航した。現地では、平日にも関わ

らず物を売って歩く子ども達の児童労働や開発が進む街と電気も水道も

通っていない村との大きな格差等を目の当たりにし、解決すべき社会問

題の数々は「教育が原点」だと考えた。そこで帰国後、主に四つの取組を

してきた。1つ目は「話し合うこと」と「学ぶ意欲」の関係性を見出す研究

だ。現地の人達の学ぶ意欲を感じたことで、日本の教育分野の課題はそ

の低さではないかと考え、学生や教育関係者等にアンケートを取った。

341名の回答から、話し合うためには雰囲気・関係性が大切で、学ぶ意欲

が高まるだけでなく、創造的思考や他者理解にも繋がることが見えてき

た。２つ目は教育を循環させるための活動だ。まず、社会問題や地域のこ

と等を「知る」ために講演会やワークショップの場に赴き、自分事と捉え

る学びを得てきた。また、「知る」きっかけ作りをしたいと思い、小中高大

や地域社会、国際等約30の場で帰国報告・発表等を行ってきた。中でも、

私に世界を知る楽しさを教えてくれた恩師の小学校で出前授業をした

際、当時の自分がそうであったように子ども達が目を輝かせ、全て吸収し

ようとする姿があった。その縁で、この夏モザンビークの小学校教師がそ

の学校を訪問・交流し、両国の教育の可能性が広がったと感じると同時

に、「教育は循環している」と実感した。そして持続的な教育連携への挑

戦として、今まで交流してきたモザンビークの高校と本校の「姉妹校提携

提案書」を本校校長に提出した。実現に向けて駐モザンビーク（前）特命

全権大使、JICA研修生等と意見交換する中、先進国と途上国関係なく社

会問題は存在し、互いに知り学び合うことが解決への第一歩になると改

めて考えた。更に、学校横断型学習のために他校とのモザンビーク交流

会を立ち上げた。学校を越えた横の連携・協働が必要だと考えたからだ。

両校にとって初の試みである上、各校学習の場が異なり知識や活動内容

が違うため、交流会の日程や内容を決めるのは簡単な事ではなかった

が、両校の良さが活きるよう両校の代表者で思考錯誤し、話し合い、工夫

を重ねた。交流会後の参加者アンケートからは、両校の学生が刺激を受

け合い、外国を知ることで自国が見えてくる様に、他校を知ることで自校

を知るきっかけになったことが分かった。３つ目は、教材作りだ。人と人、

国と国の架け橋になることを願い、国旗をモチーフにしたゲーム「Friend-

shipキューブ」を考案したり、自分の渡航をもとに誰もがモザンビークを

模擬体験できる「渡航すごろく」等を作ったりして、交流の場で活用して

きた。４つ目は現地のフェアトレードを普及啓発するための応援商品の開

発だ。モザンビークの伝統布で自分が縫った浴衣を着て文化祭のブース

案内を行ったり、学生の需要や好みを知るためのアンケートを取ってオリ

ジナルクリアファイルやぬいぐるみキーホルダーを考案したり、現地や

フェアトレードを身近に感じてもらう「入口」となる工夫をしてきた。渡航

を通し、全ては「知る」ことから始まると実感した。同時に、そこから得た

学びに対して今自分にできることを継続的に行ってきた結果、教育の可

能性が広がっていくだけでなく、沢山の人と出会い、多くの経験が生み出

され、学びの輪が広がり繋がっていくことを強く感じた。私には、教育に

よって子ども達の可能性を広げるという夢がある。今後もグローカルな視

点を持ち、「今自分にできること」をカタチにして、一歩ずつ進んでいく。

　私のフェアトレードの思いは、ベトナム・ホーチミンに住んでいた頃に

芽生えた。ホーチミンでの体験が、私のフェアトレードへの思いを芽生え

させた。コーヒー店で出会ったクホ族の親子。言葉は通じずとも、その純

朴な笑顔に心打たれた。しかし、彼らの暮らしは厳しく、特産のコーヒー

豆も不当に安く買い叩かれていた。言語の壁や社会的立場の弱さゆえ、

不平等な取引を強いられる現実。同年代の長男を見て、やるせない思い

が募った。この経験が、公正な貿易の重要性を私に教えてくれた。彼らに

会って以降、現地でフェアトレードを広める活動をしてきた。そして「日本

ではフェアトレードはもっと広まっているのだろうな」と期待を馳せなが

ら帰国すると、想像以上に広まっていなかったのだ。

　私が貢献したいフェアトレードというものは、社会的価値に富んでいな

がら、利益が生まれにくいものだ。フェアトレードという大義によって値段

が他より高い商品より、フェアトレードではないが安く、ある程度質の高

い商品の方が購入される。では、なぜフェアトレード商品は高いのか。こ

れは、大量生産にはない良さ・背景があるからである。しかし、その商品

の質を感じられる機会がなければ、なぜ値段が高い所以を理解できない

ままだ。私は利益を生みにくいフェアトレードだからこそ、そこに利益を

生み出すビジネスモデルを確立して、倫理的価値と経済との葛藤を解消

しようと考えた。

　少し話題が変わるが、近年、CSRやフィランソロピー、ESG投資などの

ワードが頻用されるようになった。これが示しているのは、企業がフェア

トレードなどの社会問題の改善に携わることで新たな付加価値が生まれ

ているということである。そこで、この新しい付加価値を利用したフェア

トレードを日本に浸透させるためのビジネスアイデアを思いついた。

　現在、私は「Fair Link」という事業を進めている。「Fair Link」は、フェアト

レードスナックの量り売り自販機を通じて、フェアトレードを日本に職場

から浸透させるB2B2Cの事業である。通常の商品より高くフェアトレード

商品は手に取りにくい現実。その中でFair Linkでは、フェアトレード商品

の値段が高く、買いにくくなっている分を新しい付加価値「フィランソロ

ピー代」で補う。B2Cでは値段が高くなる背景としてあったフェアトレード

が、B2Cを経由することで企業のフィランソロピーの素材となるのだ。企

業から頂いた「フィランソロピー代」が販売機内で売られる商品の代金を

下げ、社員がフェアトレードを買い求めやすくなるというシステムである。

なお、「フィランソロピー代」は財務レポートなどに掲載可能となる。これ

により、サービスを取り入れた企業にとって、株主へのアピール、そして

ESG投資の促進にも繋がる。また、フェアトレードスナックの「量り売り」

販売機であることも大きな特徴であり、社員はその場で必要としている

量・買える量に合わせて選ぶことができる。また、少量ずつ様々な食材を

試すことができ、より多くのフェアトレードスナックを体感することもでき

る。環境面では、食品ロスや商品ごとの包装材を削減できる。都内の外資

系の会社のオフィスで実演販売した際に、予想以上に社員の方や社長さ

んがフェアトレードの浸透とビジネスとしての利益を両立できていると褒

めてくださった。その時初めて、何か世の中に少し貢献出来ているのかな

と思えて、素直に嬉しかった。

　私は、このビジネスを通じて、購買力の高い先進国の日本でフェアト

レードを浸透させることで、フェアトレード商品の需要を安定化させ、

SDGs目標10「人や国の不平等をなくそう」に貢献したいと考えている。

「Fair Link」の自販機が職場にないと、その企業が時代に置いていかれて

いる印象を持つような「フィランソロピー・CSRが当たり前の社会」の象徴

となる存在へと作り上げていきたい。

　私の母はシングルマザーである。とはいえ、私は学校に毎日通えている

し、その日の食事に困ったことは一度もない。父と離婚が決まったとき、

母は言った。

「私たちは日本に生まれているだけで幸せ。途上国では、もっと苦労して

いる母子家庭もあると思う。本当に尊敬する。」

小学四年生の私は考えたことがなかった。母の言ったことを調べてみて

初めて、私たちのような母子家庭という存在が、世間から手厚い支援を受

けていることを知った。児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費援助制度、

…きっとまだまだあるのだろう。発展途上国については、調べても情報を

あまり得られなかった。挙句には「知ったところで何もできない」と思って

しまい、調べる手を止めた。しかし高校生になり学校でSDGsについての

学習に取り組んだときに、ふと思い出した。海外にだって母子家庭はあ

る。彼らの助けになる方法が必ずあるはずだ。それだけの想いで自分にで

きることを探した。

　そうして見つけたのが、ケニアのシングルマザー食料支援ボランティア

だ。三人の子供をもつお母さんとオンラインで繋ぎ、話を聞いたり、寄付

金を受け取ったお母さんの買い物の様子を見たりした。話を聞いて最初

に驚いたのは、そのお母さんの月収と家族全体の食生活だ。家賃は月五

万円なのに対し、月収は三～四千円。食事は一日に一・二回とる日や、何も

口にすることのない日があるという。信じられなかった。自分がどれだけ

恵まれているかを痛感した。日本で暮らす私の母。ケニアで暮らすお母さ

ん。同じ人間で、シングルマザーなのに、こんなにも境遇が違うのだ。その

子供にも同じことが言える。加えて、今まで自分が知らなかったことを後

悔した。もっと早く知っていれば、自分が日本に生まれ、母子家庭ながら

も平穏に暮らせていることに感謝できていたはずだからだ。支援金を受

け取り、買い物を済ませたときのお母さんの笑顔は、今も忘れられない。

“May God bless you.”といい、一ヶ月分の食料を抱え、嬉しそうに家に

帰っていった。私も胸がいっぱいになり、お母さんの喜びが同じことのよ

うに感じられた。

　このボランティアでは、参加者は皆「チャイルドドクター制度」という医

療支援制度に加入し、一人の子供にお金を寄付する。「寄付は、裕福かつ

心の広い人がするものだ。感謝や見返りがなくてもいい、お金に余裕があ

る大人が。」以前までの私の考えである。初めて寄付をして数週間。母に、

支援先からメールが届いた。支援している子供のお母さんからである。文

面には、子供の健康状態や私と母の近況を気遣ってくれる内容とともに、

感謝の意が表されていた。私は自分が間違っていたのだと悟った。寄付

は、寄付だけではないのだ。支援者と被支援者が互いに理解し合い、心を

寄せ合うこと。チャイルドドクターになって、それを実感することができ

た。また、自分が世界の人の為に貢献し、繋がることができているという

ことが嬉しかった。

　“寄付”や“発展途上国”と聞くと、「そんな大それたことはできない」と

身構える人がいる。確かに途上国が集中する地域は日本から遠く離れて

おり、大きなことに感じるかもしれない。見えないところで苦しむ人々が

いるのはみんな知っているだろうが、実際に寄付する人というのはまだ少

ない。だから、自分の身の回りの人が苦しんでいることを想像し、“自分事

化”することで、一円でも支援しようと思えるのではないか。私の場合、そ

の対象が自分の母親だったという一例にすぎない。これを読んだあなた

が、少しでも寄付で世界の人と関わろうとしてほしいと思う。

　地球のためにできること。それは、人との繋がりの中で初めて成立する

のではないか。その為に私は、これからも、大人になっても寄付を通して

チャイルドドクターとして、人の役に立ち、交流を続けたい。いつか、誰一

人取り残さない社会が実現することを願って。

　「パートナーシップで目標を達成しよう」

　これは、SDGsの17個目の目標であるが、他の16個の目標とは明らかに

毛色が異なる。「貧困をなくそう」や「質の高い教育をみんなに」などは、

それがどのような目標なのかすぐに理解できるが、「パートナーシップで

目標を達成しよう」とは何なのだろうか。調べてみると、すべての国が協

力してSDGs達成を目指すことだと書いてあったが、具体的に何をするの

か、正直私はよく理解できないでいた。そんな中、私はあることをきっか

けに、この目標こそSDGs達成のために特に重要な目標であり、私たちが

意識するべき目標だと思うようになった。

　私は、高校2年生の時から、JICA地球ひろばでボランティアをしている。

地球ひろばは、国際協力についての展示やワークショップを行う施設だ。

私はボランティアとして、地球案内人と呼ばれるスタッフの方の手伝いを

しつつ、自分自身も展示を見たり、地球案内人の方のお話を聴いたりして

学びを得ている。私は、このボランティア活動を始めて、自分自身が世界

の課題に真っ正面から対峙できていないことを痛感した。世界では、今こ

の瞬間も戦争や紛争が起きているということ、貧困や飢餓で苦しんでい

る人が大勢いるということ。どちらも自分自身で理解しているつもりだっ

た。でもここで、体験型の展示を見て、地球案内人の方の青年海外協力隊

での経験を聞いて、自分が理解していることが真の国際理解ではないこ

とに気付いた。解決の為に自分には何ができるのか、考えるべきはそこに

あった。

　そんな中、私は学校である一つの募集を見つけた。全国の高校生が一

堂に会し、それぞれが各国の大使になりきって会議をする「模擬国連」大

会の参加募集だった。私は同級生の友達とペアを組み、この大会に参加

することにした。私たちの担当国はアルゼンチンだった。国名は知ってい

るが、正直サッカーというイメージしか思い浮かばないくらい、私はアルゼ

ンチンに関する知識がなかった。そのため、事前調査では、その国の基本

的な情報から議題に対する立ち位置まで、幅広く調べた。いざ会議本番。

同世代の高校生とそれぞれの政策をぶつけ合った。しかし模擬国連の面

白いところは、それがディベートではないということである。国連の会議

は、「国際社会としての結論」を見出していく場所で、大使は自国の視点と

国際社会の視点の両方を持たなければならない。また、解決策を生み出

すのには豊かな想像力が必要だった。同世代の仲間と協力し、高校生な

らではの創造力から解決策を創り上げていく。そこに私は大きな魅力を

感じた。その時、私はふと感じた。これが、SDGsが示す「パートナーシッ

プ」なのではないか、と。

　そして私は、このことをより多くの人に発信しようと思い、まずは校内

で、「模擬国連サークル」を立ち上げた。私の通う学校は中高一貫校であ

るため、その特徴を生かしてサークルのメンバーは中学生から高校生ま

で幅広く集めた。サークルでは、模擬国連でのスピーチなどの練習をする

ことはもちろんだが、最近の世界的な課題についてディスカッションをし

たり、SDGs関連のゲームをしたりするなど、模擬国連とは直接関係しな

い活動にも積極的に取り組んでいる。なぜなら、目的は単に模擬国連の

スキルを上げることではなく、「国際理解を深め、より良い解決策を創造

する思考を鍛えること」だからである。

　私が取り組んできた地球ひろばのボランティア、模擬国連、そしてサー

クル活動は、寄付や技術協力といった直接的な国際貢献ではないかもし

れない。しかし、これらは世界の問題に対して協力して解決策を創造する

「パートナーシップ」の必要性を広める取り組みだ。これを通じて、一人で

も多くの人がパートナーシップを結び、SDGsという共通の目標に向かっ

て努力すれば、世界はきっと変わる。私はそう信じている。

最優秀賞
独立行政法人
国際協力機構
理事長賞

最優秀賞
外務大臣賞

「教育は鍵である」
〔愛媛県〕

「新たな付加価値から切り開くフェアトレードの未来」
〔東京都〕

最優秀賞
文部科学大臣賞

寄付は寄付だけではない
〔山形県〕

「パートナーシップ」で、世界は変わる。
〔埼玉県〕
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愛媛大学附属高等学校　3年　飯田  夕和

東京学芸大学附属国際中等教育学校　5年　中川  心之介

山形県立米沢興譲館高等学校　1年　渡會  愛香

さいたま市立大宮国際中等教育学校　3年　綾部  真宙




